
大相撲田沢場所
　　干秋楽士表入り

　大相撲田沢場所が昨年から復活。今年も29力士

が参加して15日間の熱戦が繰り広げられました。

24日の千秋楽には、公民館で横綱の土俵入りやカ

ラオケなど地区総出で楽しみました。
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響
雪
と
軍
配
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
当
町
と
交
流
を
進
め
る
世
田
谷
区
（
大
場
啓
二
区
長
）
の
新
年
子
ど
も

ま
つ
り
（
一
月
十
日
開
催
）
に
、
今
年
も
当
町
の
雪
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
の
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
大
変
好
評
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
年
も
同
区
の
依
頼
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
子
供
ま
つ
り
の

開
会
式
に
は
関
谷
町
長
も
出
席
し
、
友
好
交
流
の
証
と
し
て
「
上
杉
謙
信

が
松
苧
神
社
に
寄
進
し
た
軍
配
」
（
複
製
）
も
同
区
に
贈
り
ま
し
た
。

　
雪
は
八
日
の
午
後
、
総
合
体
育
館

脇
の
雪
を
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
で
十

ト
ン
ダ
ン
プ
ニ
台
に
積
み
込
み
、
翌
朝

七
時
半
に
当
町
を
出
発
。
渋
滞
も
な

く
順
調
に
走
り
、
お
昼
近
く
同
区
役

所
職
員
が
拍
手
で
出
迎
え
る
中
、
会

場
の
区
役
所
中
庭
に
到
着
し
ま
し
た
。

当
日
は
雪
混
じ
り
の
小
雨
が
降
る
あ

い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
雪
は
同

麟審

鱗
嚢
稽
架
驚
聾
叢
燕

　
　
　
　
▲
関
谷
町
長
か
ら
世
田
谷
区
の
津
吹
教
育
長
に

　
　
　
　
　
軍
配
が
贈
ら
れ
る

▲同区に贈った

　町文化財の軍
　配（複製）

行
し
た
当
町
の
職
員
や
元
気
会
の
会

員
、
同
区
の
子
供
た
ち
の
協
力
を
得

て
、
か
ま
く
ら
や
雪
だ
る
ま
、
滑
り

台
に
と
変
身
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
は
翌
十
日
の
午
前
十
時
か

ら
行
わ
れ
、
同
区
の
津
吹
金
一
郎
教

育
長
は
子
供
た
ち
に
、
「
今
年
も
松
代

町
か
ら
雪
の
お
年
玉
を
い
た
だ
い
た

の
で
、
大
い
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
関
谷
町
長
も
「
松
代

町
は
自
然
が
豊
か
な
の
で
、
世
田
谷

区
民
の
心
の
オ
ア
シ
ス
と
な
る
よ
う

交
流
を
深
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

同
区
に
友
好
交
流
の
証
と
し
て
軍
配

を
贈
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
松
苧
太
鼓
が
鳴
り
響
く

→
口
正
午
前
、
世
田
谷
区
役
所
職
員

｝
が
拍
手
で
出
迎
え
る
中
、
会
場

一
に
到
着

［
ー
1
ー
ー
ー
ー
l
l
i
I
－
I
l
ー

→
一
十
ト
ン
の
雪
が
滑
り
台
予
定
地

｝
に
、
ダ
ン
プ
か
ら
下
ろ
さ
れ
る

「
l
l
l
l
l
ー
ー
’
l
l
l
i
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中
、
よ
ろ
い
か
ぶ
と
姿
の
村
山
達
三

さ
ん
に
よ
る
「
勝
ち
ど
き
」
を
合
図

に
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
祭
り
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ス
ロ
ー
プ
三
十
㌶
の
雪
の
滑
り
台

は
、
順
番
待
ち
の
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
好
評
だ
っ
た
外
、
か
ま
く
ら
前
で

は
、
よ
ろ
い
か
ぶ
と
の
武
者
と
一
緒

に
「
雪
ぼ
う
し
」
や
「
ス
ッ
ポ
ン
」

を
身
に
着
け
て
の
記
念
写
真
撮
影
も

行
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
代
わ
る
代
わ

る
カ
メ
ラ
に
納
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
バ
ト
ン
演
技
や
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
を
訪
れ
た
二
万
人
の
子
供
た
ち

は
終
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。　

世
田
谷
区
と
の
交
流
は
、
七
年
前

に
当
町
の
中
学
生
が
同
区
の
「
雑
居

ま
つ
り
」
に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
始
ま
り
、
最
近
は
「
ボ
ロ
市
」

や
「
区
民
ま
つ
り
」
に
も
参
加
す
る

な
ど
、
年
々
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
も
当
町
の
中
学
生
リ

ー
ダ
ー
が
「
雑
居
ま
つ
り
」
に
参
加

し
、
同
区
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と

交
歓
会
を
行
っ
た
こ
と
は
、
昨
年
の

十
一
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ

の
縁
で
同
区
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

が
今
年
の
三
月
末
に
当
町
を
訪
れ
、

松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
で
の
ス

キ
ー
や
、
当
町
の
中
学
生
リ
ー
ダ
ー

と
の
交
歓
会
を
楽
し
む
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
、
都
会
の
人
た
ち
は
自
然
や
人

間
ら
し
さ
を
求
め
て
い
ま
す
。
北
越

北
線
が
開
通
す
れ
ば
二
時
間
で
来
れ

る
自
然
豊
か
な
当
町
は
、
世
田
谷
区

民
の
心
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
の
役
目

を
十
分
果
た
せ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

交
流
は
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

と
、
也
の
ふ
れ
あ
い
で
す
の
で
、
打
算

的
に
考
え
る
こ
と
は
い
け
な
い
こ
と

で
す
が
、
同
区
と
の
交
流
は
過
疎
に

悩
む
当
町
に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る

も
の
と
言
え
ま
す
。
例
え
ば
、
世
田

谷
区
の
人
口
は
約
七
十
七
万
人
、
そ

の
三
軒
、
約
二
万
三
千
人
が
当
町
を

　
　
　
　
　
　
　
、
宿
泊
費
な
ど
で

獺
騨
、

〉
「
エ
イ
、
エ
イ
　
オ
i
」
と
勝
ち
ど
き

　
を
あ
げ
る
村
山
さ
ん
と
そ
の
一
行

▲
た
く
さ
ん
の
団
体
が
参
加
し
て
盛
大
に

　
行
わ
れ
た
開
会
式

松苧太鼓を打つ犬伏の
小島務さん（右）と山本

タ介さん

〈かまくら前でのインスタントカメラ

　による記念写真も大変好評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縄
鑓

一
人
一
万
円
の
お
金
を
使
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
町
に
二
億
三
千
万
円
が

落
ち
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
金

額
は
、
当
町
の
平
成
四
年
度
の
町
民

税
額
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

外
、
「
都
会
か
ら
の
斬
新
な
情
報
の
流

入
」
「
人
が
た
く
さ
ん
来
る
こ
と
に
よ

る
活
気
」
「
同
区
の
施
設
の
誘
致
」
な

ど
の
相
乗
的
な
効
果
に
よ
り
、
「
仕
事

や
職
場
の
創
設
」
に
も
十
分
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
う
い
う
機
会
を
通
し

て
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
、
交
流
が

盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

く
評

→
一
元
気
会
の
会
員
や
同
区
の
子
供

一
た
ち
の
協
力
に
よ
り
、
か
ま
く

一
ら
が
作
ら
れ
る

「
I
I
I
ー
ー
I
I
－
l
l
ー

↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

一
駐
車
場
に
降
り
る
ス
ロ
ー
フ
に

一
雪
が
敷
か
れ
、
滑
り
台
に
変
身

「
I
l
－
1
－
1
－
1
ー
ー
I
l
l
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忘れ卿いでね1

’　
　
繍
㎜

『

3
月
1
5

　
平
成
四
年
分
の
所
得
税
・
町
県
民

税
な
ど
の
申
告
受
付
・
相
談
が
二
月

十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期

限
は
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
の
で
、

期
間
中
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
の
税
務
課
で
は
、
期
間
中
の

混
雑
を
な
く
す
た
め
、
申
告
の
相
談

を
下
記
の
日
程
表
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
日
程
等
を
お
確
か
め
に

な
り
、
申
告
に
必
要
な
書
類
と
印
鑑

を
ご
持
参
の
上
、
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
当
日
の
相
談
日
に
は
、
世

日
ま

で
に

帯
内
の
所
得
者
全
員
の
申
告
を
受
け

付
け
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
た
め
に
、

二
月
十
八
日
に
高
田
税
務
署
の
職
員

に
よ
る
出
張
納
税
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
税
金
が
還
付
と
な
る
相

談
日
は
、
二
月
二
十
二
日
午
後
か
ら

二
月
二
十
六
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
も
っ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆
様

自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所

得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告

納
税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
所

得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
忘
れ

ず
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

纈
．
㎜
穫
樋
覆
備
罐
型
噛
儲
畷
田
『
穰
皇
“

　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
　
役
場
第
一
会
議
室

※
（
住
）
は
住
民
税
申
告

月
　
　
　
日

午
　
　
　
　
　
前

午
　
　
　
　
　
後

2
月
1
6
日
㈹

田
野
倉
・
仙
納
・
莇
平
・
池
尻

千
年

小
荒
戸
・
太
平
・
菅
刈
・
田
沢

2
月
1
7
日
㈱

小
屋
丸
（
住
）
・
池
之
畑

下
山
・
海
老
・
東
山
（
住
）

会
沢
・
清
水
・
桐
山

犬
伏
・
孟
地
・
峠

2
月
1
8
日
㈲

税
務
署
納
税
相
談

蒲
生

税
務
署
納
税
相
談

2
月
1
9
日
㈹

片
桐
山
・
滝
沢
・
苧
島
・
寺
田

蓬
平

室
野

2
月
2
0
日
d
D

福
島
・
奈
良
立
・
竹
所

木
和
田
原
・
儀
明

松
代
1
班
～
2
0
班

2
月
2
2
日
㈲

松
代
2
1
班
～
4
3
班

名
平
（
住
）

（
還
付
）

小
荒
戸
・
太
平
・
菅
刈
・
田
沢

2
月
2
3
日
㈹

（
還
付
）

田
野
倉
・
仙
納
・
莇
平
・
寺
田

（
還
付
）

蒲
生
・
儀
明

2
月
2
4
日
㈱

（
還
付
）

池
之
畑
・
下
山
・
海
老

（
還
付
）

千
年
・
池
尻
・
室
野

2
月
2
5
日
㈲

（
還
付
）

福
島
・
奈
良
立
・
木
和
田
原

竹
所
・
峠

（
還
付
）

会
沢
・
清
水
・
桐
山
・
蓬
平

2
月
2
6
日
働

（
還
付
）

孟
地
・
片
桐
山
・
滝
沢
・
苧
島

中
子
（
住
）

（
還
付
）

犬
伏
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申告書は

入記で分自

しましょう

○
税
務
署
か
ら
の
書
類
を
見
な
が
ら

　
記
入
し
て
い
く
と
、
簡
単
に
申
告

書
が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

　
い
ま
す
。

　
“
わ
ず
ら
わ
し
い
”
”
面
倒
く
さ

　
い
”
と
言
わ
ず
に
、
一
年
中
の
所

　
得
の
総
決
算
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ

　
い
。

億
翻
置
畷
噛
叢
欄
、
糧
“
響
皿
纈
種
㎜

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
3
月
1
5
日

で
す
。
期
限
内
に
納
税
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
納
税
に
は
安
全
で
手
数
の
か
か
ら

な
い
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
銀
行
、
若
し
く
は
農

協
の
通
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
通
帳
の
代
わ
り
に
口
座
番
号
を

控
え
て
来
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
結

構
で
す
．

繕
”
屋
誰
梶
噸
遷
冒
椎
藤
躍
6
種
轟
『
、
．

　
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
も

う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　
個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
と
納
税
は

3
月
3
1
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消

費
税
の
課
税
事
業
者
に
該
当
す
る
方
は

忘
れ
ず
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
商
工

会
議
所
な
ど
で
も
税
理
士
会
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
確
定
申
告
の
説
明
会

を
開
催
し

た
り
個
別

の
相
談
に

も
応
じ
て

お
り
ま
す
。

会
場
窃
雛
鰭
灘
罪
難
薩

自
分
の
所
得
ぐ
ら
い

自
分
で
計
算
し
な

　
　
　
　
く
て
陪
．
．
．

へ

　
ほ

、
鵜琶

の
　
　
　
り

盛
へ

　
　
　
　
　
ご

　
き
“

齢●樋

均…≧
。3嬬φ

網禽励②申冑自鋤窃腰

回臼冒侶尉

月
　
　
　
日

午
　
　
　
前

午
　
　
　
後

2
月
2
7
日
ω

松
代
　
1
班
～
7
班

松
代
　
8
班
～
1
5
班

3
月
1
日
㈲

松
代
　
1
6
班
～
2
0
班

松
代
　
2
1
班
～
2
6
班

3
月
2
日
㈹

松
代
　
2
7
班
～
3
1
班

松
代
　
3
2
班
～
4
3
班

3
月
4
日
㈲

峠
・
木
和
田
原
・
竹
所

室
野

3
月
5
日
㈹

儀
明
・
福
島
・
奈
良
立

寺
田
・
田
野
倉

　
　
　
　
）

3
月
6
日
仕

莇
平
・
蒲
生
・
仙
納

3
月
8
日
㈲

孟
地
・
苧
島
・
片
桐
山

犬
伏
・
滝
沢

3
月
9
日
㈹

海
老
・
蓬
平

清
水
・
会
沢
・
桐
山

3
月
1
0
日
㈱

千
年
・
池
尻

菅
刈
・
太
平
・
小
荒
戸

3
月
1
1
日
㈲

池
之
畑
・
田
沢

下
山

闘
る
．

　　難嬢税
撚
関
繍
蓋
耀
語
・
禽
国
税
務
馨
叢
嚢
　
欝
　

瞬
．
霧
．
簿
．
縫

霧
漁
毫
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第
3
回

　　生

　　涯

　　学

　　習

開懇
　　談

か△
　　写

　
第
三
回
生
涯
学
習
懇
談
会
が
平
成
四
年
十
二
月
六
日
、
婦
人
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
に
は
三
十

五
人
の
婦
人
会
役
員
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
赤
沼
派
遣
社
会
教
育
主
事
か
ら
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
講
話

が
あ
り
、
そ
の
後
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
婦
人
会
の
あ
り
か
た
や
町
づ
く
り
に
つ
い
て
熱
心
な
懇
談
に
、

狭
い
会
場
も
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

▲なごやかな雰囲気のなかで、懇談が行われました。これから
　の婦人会活動に頑張ろうという熱意が、一人一人の顔に伺え

　ました。

婦
人
会
の
活
動
に

　
　
　
つ
い
て
語
る

◇
子
育
て
盛
り
の
お
母
さ
ん
は
外
に

出
て
働
き
、
P
T
A
・
子
供
会
活
動

な
ど
多
忙
で
あ
り
、
婦
人
会
活
動
か

ら
遠
ざ
か
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

◇
地
区
ご
と
の
活
動
に
は
積
極
的
で

あ
り
、
特
に
趣
味
を
生
か
せ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
活
発
に
活
動
を
し
て

い
る
。

◇
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
、
お
互
い
に

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
魅
力
あ
る

も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

◇
自
分
を
高
め
、
多
く
の
人
が
身
近

に
感
じ
楽
し
め
る
行
事
を
考
え
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
か
。

◇
趣
味
の
会
に
は
積
極
的
で
あ
り
、

活
動
も
華
や
か
に
思
わ
れ
る
が
、
目

立
た
な
い
こ
と
に
も
協
力
性
が
あ
れ

ば
い
い
と
思
う
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
く
ら
園

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
今
年
で
十
四

年
目
に
な
る
。

◇
平
成
五
年
四
月
開
設
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た
活
動
を

考
え
た
い
。

◇
松
代
町
三
十

五
地
区
の
中
で
、

連
合
婦
人
会
加

入
は
二
＋
四
支

部
で
あ
り
、
役

員
を
さ
け
よ
う

と
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。

◇
伝
統
あ
る
町

連
合
婦
人
会
活

動
も
時
代
の
移

り
変
わ
り
に
よ

っ
て
、
一
部
の

変
更
が
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と

思
う
．町

づ
く
り

に
つ
い
て

語
る

◇
当
町
で
は
子

供
会
、
青
年
層
、

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
の
方
々
の

活
動
が
活
発
で
各
種
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。

◇
四
十
代
五
十
代
の
方
々
は
働
き
盛

り
、
一
家
の
生
活
を
支
え
る
大
黒
柱

で
も
あ
り
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
に

参
加
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

◇
各
地
区
ご
と
に
行
事
が
持
た
れ
、

町
と
し
て
の
行
事
も
あ
り
、
人
材
が

少
な
く
な
っ
た
の
に
派
手
な
行
事
が

増
え
て
き
て
大
変
な
面
も
あ
る
。

◇
い
ろ
い
ろ
な
町
の
行
事
に
つ
い
て
、

地
域
に
よ
っ
て
は
参
加
が
容
易
で
な

い
。◇

今
ま
で
生
涯
学
習
に
つ
い
て
よ
く

分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
日
の
講
話

や
話
し
合
い
で
よ
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
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生涯学習とリカレント教育鱗

　最近『いきいき県民カレッジ』とか『大学放送講座』　rウーマンカレッジ』

など成人を対象とした学習活動が盛んになっています。このような組織的・体

系的な社会人再教育をリカレント教育と呼んでいます。昔は、一時「還流教育」

とか「回帰教育」と訳されていましたが、今では一般的にrリカレント教育」の

用語がそのまま用いられています。

　昨年7月、国の生涯学習審議会は2年間の審議の結果をまとめ、生涯学習の

振興について文部大臣に答申書を提出しました。この答申では、生涯学習推進

のために当面重点を置く課題として、4つの提言をしました。その一つが、リ

カレント教育の推進です。

　リカレント教育の機能は3つに類別できます。学校を出て社会人となった人

が、今の仕事についてより専門的で高度な知識・技術を身につけるための教育

機能。第2は、学校で学んだ専門分野以外で、幅広い知識や技術を身につける

ための教育機能。第3は、現在の職業や過去の学習歴に関係なく、教養や趣味

を身につけ人間性豊かにするための教育機能があります。

　このようにリカレント教育は、いったん社会人になった後も必要に応じてレ

ベルの高い専門的知識や技能を身につけようというものです。これによって、

より社会に貢献できますし、また、教養や趣味の領域を超えた芸術や文化に関

する学問的基礎を学ぶことは自分の人生の生きがいや充実につながります。

　リカレント教育の目的は、そのまま生涯学習の目的でもあります。

　トレンドとは傾向。たと

えばファッション・トレン

ドといえば、ファッション

の傾向という意味です。

　トレンドィはその形容詞

で「傾向的な」、　「流行的

な」という意味から流行の

先端をいくものを指します。

　また、トレンド・セッタ

ーは流行をつくる人。

　トレンド商品とは感覚的

に最先端で、流行をつくり

出しそうな商品類の総称を　
　　　　　　　　　　　　いいます。　　　　　　　　i

　新年を迎え、今年はあな　i

たもトレンディに暮らして1
　　　　　　　　　　　　ヨみてはいかがでしょうか。　i

きっと実り豊かで素敵な1i
　　　　　　　　　　　　り年が送れるものと思います。i
　　　　　　　　　　　　聖
　　　　　　　　　　　　1

O
　巨OOOO　

回
国
民
年
金
基
金
と
は
何
で
す
か
。

ロ働
囚
一
自
営
業
な
ど
の
方
々
が
ゆ
と
り

　
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

ヨ
ハ
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付
を
お
こ

　
な
う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

OOロ
　
回
国
民
年
金
基
金
に
は
ど
の
よ
う

　
な
人
が
加
入
で
き
る
の
で
す
か
。

ロ
　
囚
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
、

　
つ
ま
り
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

O　
で
の
農
業
や
自
営
業
な
ど
の
方
々

ロ
ヤ　

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ

O皿
て
い
る
方
や
、
農
業
者
年
金
基
金

O　
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
加
入
で

　
き
ま
せ
ん
．

O働㎝
回
国
民
年
金
基
金
は
、
税
制
上
の

　
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ
る
と
の
こ

O　
と
で
す
が
：
・
…
。

　
囚
掛
金
は
、
金
額
が
社
会
保
険
料

ロ
　
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や

　
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

O　
お
受
け
取
り
に
な
る
年
金
に
は
、

ロ
㎝
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま

　
す
．

OOロ
　
回
毎
月
の
掛
金
は
ど
の
く
ら
い
で

　
す
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
方
法

O
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0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0

も
う
ひ
と
つ
あ
安
心
セ
プ
う
ス

　
　
　
『
回
厨
皐
會
茜
會
』
Q
＆
A

で
納
め
る
の
で
す
か
。

囚
一
掛
金
月
額
は
、
選
択
し
た
給
付
　

の
型
、
口
数
、
加
入
時
の
年
齢
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
な
お
、
掛

金
の
上
限
は
、
原
則
と
し
て
六
万

八
千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
掛
金
は
、
加
入
者
が
指
定
し
た

金
融
機
関
、
ま
た
は
郵
便
局
の
口

座
か
ら
自
動
引
き
落
し
さ
れ
ま
す
。
　

恩
一
度
加
入
し
て
も
、
ま
た
自
由

に
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。
㎝

囲
国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
は
任

意
で
す
が
、
い
っ
た
ん
加
入
す
れ

ば
、
ご
自
分
の
都
合
で
脱
退
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
第
一
号
被

保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
や
、

他
の
都
道
府
県
に
転
居
し
た
と
き

な
ど
に
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。回

加
入
す
る
場
合
、
ど
こ
で
手
続
＝
㎜

き
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

囚
詳
し
い
内
容
や
加
入
の
手
続
き

は
、
新
潟
市
東
大
通
　
タ
チ
バ
ナ

ビ
ル
5
階
「
新
潟
県
国
民
年
金
基

金
」
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
　

せ
く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
は
（
〇

二
五
）
二
四
五
－
九
三
四
五
で
す
。
。OOOOOOOOOOO⊂＝》OOOOOOOOにコOOζ＝POOOOOOOO⊂＝⊃OO⊂＝，OOOOOOOOにOOOOOOOO⊂＝⊃OOOOOOOOロ0000・OOOロOOOOOOOO⊂＝⊃OOOOO⊂＝，OOOOOOOOOOO⊂＝コOO⊂＝》OO⊂＝⊃OO⊂＝⊃OOOO・000ζPOOOOOOOO⊂＝⇒OOOOOOOOOOOOOO⊆；コOOOOO⊂＝⊃OOOOOOOOOOOO
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劉
「
颯
、
融
省
寒
譲
國
蟹
認
…
、
、
，
、
、
、
、
、
、
…
、
，
…
…
，
、
　

入
賞
作
品
決
ま
る
　
　
㎜

動
r
ー
ー
…
－
ー
ー
ー
ー
－
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
護
ー
ー
ー
…
－
ー
ー
し

劉
育
麟
灘
譲
謬
繋
翻
聯
㌶
叙
陛
離
羅
奪
謹

　
　
　
品
数
は
八
百
八
点
（
イ
学
生
五
百
十
五
　
中
学
生
二
百
九
十
三
）
で
す

回　　
　
◎
小
学
生
の
部

喀旧回堕
　
o
特
　
選
　
　
松
代
小
学
校
二
年
　
　
小
野
島
　
誠

　
　
　
わ
ら
い
声
　
い
つ
も
聞
こ
え
る
ぽ
く
の
家

　
o
準
特
選
　
　
蓬
平
小
学
校
四
年
　
　
竹
内
　
哲
郎

　
　
　
工
夫
し
て
　
進
ん
で
し
ま
し
よ
う
お
手
伝
い

　
o
準
特
選
　
　
松
代
小
学
校
一
年
　
　
柳
　
安
由
美

　
　
　
い
ち
に
ち
の
　
で
き
ご
と
は
な
す
ゆ
う
ご
は
ん

　
o
入
　
選

　
　
　
お
は
よ
う
と
げ
ん
き
な
あ
い
さ
つ
あ
か
る
い
か
て
い

　
　
　
ゆ
う
は
ん
の
テ
レ
ビ
を
け
し
て
お
は
な
し
を

　
　
　
人
を
悪
く
思
う
前
に
自
分
の
こ
と
を
考
え
よ
う

　
　
　
あ
き
か
ん
の
な
げ
す
て
や
め
よ
く
ず
か
ご
へ

　
　
　
皆
さ
ん
の
ほ
ん
の
少
し
の
親
切
で
大
き
く
ふ
く
ら
む
明
る
い
社
会

　
　
　
家
族
そ
ろ
つ
て
夕
ご
は
ん
今
日
の
で
き
ご
と
は
な
そ
う
よ

　
　
　
ま
心
と
、
笑
顔
が
に
あ
う
ぼ
く
の
町

　
　
　
大
切
に
家
族
の
会
話
た
か
ら
も
の

　
　
　
「
お
は
よ
う
」
の
声
で
広
が
る
明
る
い
家
庭

◎
中
学
生
の
部

　
o
特
　
選
　
　
松
代
中
学
校
三
年
　
　
富
澤
　
千
春

　
　
　
つ
な
ぎ
あ
う
心
の
手
と
手
　
家
族
の
き
ず
な

　
o
準
特
選
　
　
松
代
中
学
校
一
年
　
　
柳
　
真
梨
子

　
　
　
ふ
れ
あ
い
と
み
ん
な
の
笑
顔
で
そ
だ
つ
町

　
o
入
　
選

　
　
　
す
が
す
が
し
い
あ
い
さ
つ
で
気
持
ち
も
心
も
通
い
合
う

　
　
　
あ
い
さ
つ
は
心
と
心
の
通
い
合
い

　
　
　
家
族
の
会
話
大
切
に
家
族
の
ふ
れ
あ
い
忘
れ
ず
に

奴
奈
川
小
一
年

北
山
小
二
年

松
代
小
三
年

孟
地
小
三
年

奴
奈
川
小
四
年

蒲
生
小
寺
田
分
校
五
年

北
山
小
五
年

儀
明
小
六
年

松
代
小
六
年

小野島誠くん

米
持
　
俊
輔

池
田
　
佳
紀

佐
藤
　
陽
介

菅
井
那
弥
子

小
堺
　
清
美

田
邊
　
祐
美

池
田
　
直
也

小
堺
　
寿
幸

小
嶋
ひ
ろ
み富澤千春さん

松
代
中
一
年
関
谷
ひ
と
み

松
代
中
二
年
　
関
谷
　
俊
明

松
代
中
三
年
　
永
井
　
美
穂

◎受賞者と

〈
柳
　
　
奈
緒
子
（
蒲
生
小
一
年
）

〈
高
野
佑
也
（
松
代
小
二
年
）

ぐ
柳

高
　
　
野
循
也

弘
（
松
代
小
三
年
）

、

《
山
賀
由
佳
（
松
代
小
四
年
）

〈
池
田
　
．
渉
（
北
山
小
五
年
）

《
柳

正
子
（
松
代
小
六
年
）

柳
正
子
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町
肉
”
各
働
侶
禰
創
麗
自

15

　
今
年
も
町
内
七
ヵ
所
で
、
初
場
所

大
相
撲
の
勝
敗
予
想
を
楽
し
む
相
撲

協
会
が
設
立
さ
れ
、
十
五
日
間
の
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
一
月
二
十
四
日
の
千
秋
楽
に

十
四
人
の
新
横
綱
が
誕
生
し
ま
し
た

の
で
紹
介
致
し
ま
す
。
な
お
、
弥
七

博
関
は
、
松
代
と
田
沢
で
横
綱
に
な

っ
て
い
ま
す
。
大
し
た
も
の
で
す
ね
。

　
毎
年
ド
ン
ジ
リ
で
苦
し
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
け
つ

方
、
横
綱
に
コ
ッ
ソ
リ
と
秘
訣
を
聞

い
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
松
代
相
撲
協
会
（
三
二
九
人
）

　
協
会
長
　
立
石
山
（
関
谷
）
達
治

東
横
綱
　
地
響
（
鈴
木
）
幸
紀
代

西
〃
　
弥
七
（
高
橋
）
博

◎
田
沢
相
撲
協
会
（
二
九
人
）

　
協
会
長
　
市
ケ
岳
（
市
川
）
芳
雄

東
横
綱
・
弥
七
（
高
橋
）
博

西
〃
　
大
修
山
（
高
橋
）
修
平

◎
蓬
平
相
撲
協
会
（
六
八
人
）

　
理
事
長
　
大
前
田
（
若
井
）
俊
二

東
横
綱
　
小
泉
（
小
堺
）
ハ
ナ

西
〃
　
美
沢
山
（
小
堺
）
隆
幸

◎
犬
伏
相
撲
協
会
（
九
二
人
）

　
協
会
長
　
伴
念
山
（
山
本
）
貞
雄

に
幕

東
横
綱
　
山
水
山
（
山
本
）
キ
ミ

西
〃
　
　
コ
ケ
ッ
コ
ウ
（
松
山
）
マ
ス

◎
蒲
生
相
撲
協
会
（
一
一
二
人
）

　
協
会
長
　
日
の
出
山
（
山
岸
）
重
雄

東
横
綱
　
飛
鳥
山
（
津
幡
）
美
智
子

西
〃
　
越
前
ノ
守
（
小
堺
）
カ
ツ
子

◎
儀
明
相
撲
協
会
（
七
七
人
）

　
協
会
長
　
秋
葉
山
（
小
堺
）
定
安

横
　
綱
　
貴
ノ
花
（
仲
村
）
タ
カ

◎
室
野
上
向
相
撲
協
会
（
三
〇
人
）

　
協
会
長
　
音
響
野
郎
（
山
岸
）
松
夫

東
横
綱
　
音
響
野
郎
（
山
岸
）
松
夫

西
〃
　
美
の
花
（
関
谷
）
美
子

人
権
擁
護
委
員
に

石黒良泉さん

石
黒
良
泉
さ
ん
（
盤
駒
）

　
こ
の
ほ
ど
、
石
黒
良
泉
さ
ん
（
室

野
洞
泉
寺
）
が
人
権
擁
護
委
員
（
任

期
三
年
）
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
石
黒
さ
ん
は
、
す

で
に
平
成
元
年
か
ら
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
て
お
り
、
今
回
は
再
任
と
な

り
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
の
侵
害

等
で
お
困
り
・
お
悩
み
の
方
の
相
談

を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
事
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
石
黒
さ
ん
の
外
、
本
山

祖
道
さ
ん
（
松
代
長
命
寺
）
も
人
権

擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

町内書き初め展

〈
市

川
誠
子
（
松
代
中
一
年
）

ぐ
本
柳
　
理
恵
子
（
松
代
中
二
年
）

鮨9《
関
谷
望
美
（
松
代
中
三
年
）

佐関市柳市関関関柳市関小柳小

藤谷川　川谷谷谷　川谷堺　堺

剛　泰大　則純美優　佑の安恵
　学　　優　　　　 龍　 ぞ由
史　子祐　和平夏花　太み美美
　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　
奴松菅松　　松　　　松蓬　松
奈代刈代　　代　　　代平　代
小小分小〃〃小〃〃〃小小〃小
五四四四　　三　　　二一　一
年年年年　　年　　　年年　年
）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　）

佐佐富茂山関柳柳相鈴高

藤藤沢野賀谷　　澤木橋

五
＋
嵐

関
　
谷

ゆ
か
里
（
菅
刈
分
五
年
）

　
舞
（
松
代
小
六
年
）

秀
幸
（
　
〃
　
　
）

裕
介
（
蒲
生
小
六
年
）

憲
司
（
松
代
中
一
年
）

真
衣
（
　
〃
　
　
）

理
　
恵
（
　
〃
　
）

　
究
　
　
（
松
代
中
二
年
）

　
亮
　
（
　
〃
　
）

佳
代
（
　
〃
　
）

由
佳
（
　
〃
　
）

孝
広
（
松
代
中
三
年
）

成
寿
（
　
〃
　
　
）

9
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上
石
巌
杯
争
奪
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
第
七

回
上
石
巌
杯
争
奪
「
松
代
町
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
」

が
一
月
三
十
一
日
、
町
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
、
及
び
町
民

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
上
・
中
越
地
区
か
ら
、

昨
年
よ
り
五
校
多
い
四
十
四
校
（
中

学
校
十
校
、
小
学
校
三
十
四
校
）
、
六

百
五
十
八
人
（
昨
年
よ
り
九
十
人
の

増
）
の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
一

段
と
大
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
（
棄
権

、
離

者
が
あ
っ
た
た
め
、
実
際
の
競
技
者

は
五
百
七
十
六
人
）
。

　
当
日
は
、
時
折
小
雨
の
降
る
あ
い

に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
父
兄
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、

声
を
か
ら
し
て
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
児
童
た
ち
も
声
援
に
こ
た
え
、

歯
を
食
い
し
ば
り
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　
種
目
及
び
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

　
　
　
　
（
参
加
者
四
十
六
人
）

①
高
橋
圭
介
（
津
南
J
R
C
）
3
1
分

03
秒
⑲
佐
藤
茂
樹
（
松
代
中
）
3
4
分

26
秒
⑳
田
辺
一
幸
（
松
代
中
）
3
5
分

23
秒
⑳
宮
澤
和
也
（
松
代
中
）
3
6
分

41
秒
⑭
）
小
堺
豊
（
松
代
中
）
3
8
分
4
4
，

秒　
　
　
　
　
（
参
加
者
三
十
五
人
）

①
水
野
拓
哉
（
十
日
町
南
中
2
）
2
9

分
54
秒
⑩
若
井
由
和
（
松
代
中
3
）

31

分
1
9
秒
⑳
井
上
俊
（
松
代
中
2
）

35
分
12
秒
⑳
高
橋
真
治
（
松
代
中
2
）

35
分
4
8
秒
⑳
小
堺
淳
史
（
松
代
中
2
）

36
分
42
秒
⑱
宮
澤
直
樹
（
松
代
中
2
）

38
分
0
8
秒

　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
十
七
人
）

①
池
田
由
紀
（
十
日
町
南
中
）
1
8
分

57
秒
⑦
西
潟
幸
子
（
松
代
中
）
2
0
分

04
秒

　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
十
六
人
）

①
徳
永
恵
（
十
日
町
南
中
2
）
1
6
分

10

秒
⑪
高
橋
陽
子
（
松
代
中
2
）
1
9

分
n
秒
②
小
堺
あ
ゆ
み
（
松
代
中
2
）

19
分
3
3
秒

　
　
　
　
　
（
参
加
者
五
十
三
人
）

①
島
田
昂
（
松
里
J
S
C
）
1
9
分
50

秒
⑥
宮
沢
健
二
（
松
代
小
）
2
1
分
0
5

秒
（
⑫
柳
貴
士
（
孟
地
小
）
2
5
分
0
8
秒

⑳
｝
室
岡
雅
志
（
北
山
小
）
2
5
分
1
5
秒

⑱
石
田
正
（
孟
地
小
）
2
6
分
04
秒
⑳

石
田
和
彦
（
孟
地
小
）
2
6
分
1
0
秒

　
　
　
（
参
加
者
二
百
二
十
二
人
）

①
恩
田
祐
一
（
妙
高
北
小
6
）
1
6
分

13

秒
⑳
小
堺
強
司
（
松
代
小
6
）
1
8

分
2
7
秒
⑲
五
十
嵐
隼
人
（
奴
奈
川
小

6
）
1
9
分
1
0
秒
⑲
相
澤
秀
幸
（
松
代

小
6
）
1
9
分
2
8
秒
⑬
室
岡
伸
宏
（
松

代
小
6
）
1
9
分
3
3
秒
⑳
池
田
和
広
（
北

山
小
6
）
1
9
分
5
6
秒
⑱
若
月
知
広
（
孟

地
小
6
）
2
0
分
2
1
秒

　
　
　
　
（
参
加
者
三
十
五
人
）

①
徳
永
久
美
子
（
六
箇
小
）
1
2
分
4
9

秒
⑧
高
橋
美
津
子
（
松
代
小
）
1
4
分

36

秒
⑨
高
橋
か
お
り
（
松
代
小
）
14

分
4
2
秒
⑮
斉
藤
奈
緒
美
（
北
山
小
）

14
分
5
9
秒
⑱
田
辺
智
子
（
蒲
生
小
）

16
分
1
8
秒

　
　
　
　
（
参
加
者
百
五
十
二
人
）

①
徳
永
郁
美
（
六
箇
小
6
）
9
分
5
2

秒
⑭
関
祥
枝
（
奴
奈
川
小
6
）
1
2
分

46
秒
⑯
池
田
友
紀
子
（
北
山
小
6
）

12
分
4
8
秒
㊥
小
松
千
恵
美
（
奴
奈
川

小
6
）
1
3
分
0
6
秒
⑮
関
郁
枝
（
奴
奈

川
小
6
）
1
3
分
0
7
秒
⑳
佐
藤
由
希
（
松

代
小
6
（
13
分
2
6
秒
⑳
斉
藤
由
香
里

（
北
山
小
6
）
1
3
分
33
秒
⑳
柳
聖
子

（
孟
地
小
6
）
1
3
分
3
5
秒
⑪
鈴
木
麻

子
（
松
代
小
5
）
1
3
分
4
4
秒

10
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　あなたの自慢のノドを、越後まつだい冬の陣の特設舞台で披露し

てみませんか。歌いながら何かやる（踊りなど）方など、楽しい方

大歓迎！………主役はあなたです。

日
会
対
内

1
2
3
4

時
場
象
容

5．その他

6．申し込み

3月13日（土）午後3時～4時20分まで

越後まつだい冬の陣城下町内、特設舞台

どなたでも

持ち時間　3分以内、歌は2番まで

演奏は持参のカラオケテープで、音声多重は不可

今回は例年の賞の外に、B　S　N新潟放送より特別賞

が用意されています。

3月1日までに、松代㈲中屋工業（松代歌謡ドリー

冬
の
陣
の
各
催
物
の
参
加
者
を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
冬
の
陣
を
盛
り
上
げ
て

み
ま
せ
ん
か
”
●
．

ムクラブ）市川満

男へ。盈7－2234 囲薦撚舞踊叢塞

参姻懸募桑

馨　醸藤　灘難灘欝㈱

　　　　繋i鹸難灘欝畿雛灘懸

馨　灘灘i越機難灘麟・饗纏灘i

　　　　　灘i灘簸騰懸i霧舞灘

馨　欝闘購灘縷講　灘購獲懸霧

　　　　灘灘i羅雛薦　搬i籔灘i灘

禽》
　　　　　～

禽》～

毒》～

亡δひんなで

でかけδ：う〃
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甲遭

　雪像みこし・空き缶みこし・ゲートボールみこしなど、アイデァ

みこし大歓迎！

　あなたの地域の自慢のみこしや、伝統みこしなどたくさんのチー

ムの参加をお待ちしています。

　　日　　時　3月13日（土）午後8時より

2．会　場越後まつだい冬の陣城下町（町民グランド）

3．参加対象　だれでも、4名以上集まればひとつのチームとして

　　　　　　参加できます。

4．内　　容　既成のみこし、手作りみこしの別は問いませんが、

　　　　　　手作りみこしは未発表のものに限ります。ただし、

　　　　　　これまでの作品でも改良してあるものは可

5．申し込み　3月1日（月）までに、役場内越後まつだい幕府（実

　　　　　　行委員会）へ。（後日、説明会あり）

★総合優勝　10万円（手作り部門）

★アイデア賞　5万円（手作り部門）
★活き／生き賞　5万円（既成、手作り問わず）

★全参加団体に金一封を贈呈
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あ
こ

　
都
会
生
活
に
憧
が
れ
て
、
結
婚
と

同
時
に
ふ
る
里
を
離
れ
て
三
十
年
近

く
、
主
人
の
仕
事
の
関
係
で
各
地
を

転
々
と
し
ま
し
た
が
、
こ
の
地
に
住

み
十
三
年
に
な
り
ま
す
。
あ
れ
は
五

十
八
年
春
の
こ
と
。
主
人
の
両
親
の

金
婚
式
で
帰
郷
し
た
際
、
俺
は
定
年

に
な
っ
た
ら
、
ま
た
田
舎
「
浦
田
」

で
暮
ら
そ
う
か
な
、
と
言
っ
て
い
た

主
人
も
六
十
一
年
五
月
、
病
の
為
四

十
六
才
で
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ご
み
ご
み
と
し
た
都
会
生
活
の
中
で

久
し
ぶ
り
に
迎
え
て
く
れ
た
ふ
る
里

猿ヶ京にて　右から和男さん（弟）、娘さん、弘子さん、

お父さん、美代子さん（妹）、佐藤さん（親族）、和男さん

の下の息子さん

は
、
き
っ
と
す
ば
ら
し
く
思
え
た
の

で
し
よ
う
。

　
昨
年
五
月
、
松
代
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
松
代
も
随
分
道
路
も

よ
く
な
り
、
昔
の
面
影
は
な
く
、
増

々
発
展
の
途
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
節
は
皆
様

の
温
か
い
お
も
て
な
し
で
大
変
お
世

話
様
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
車
窓
か

ら
眺
め
た
新
緑
の
す
ば
ら
し
か
っ
た

こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
両
親
も
長
年
住
み
な
れ
た
ふ
る
里

を
離
れ
て
二
十
年
。
最
初
の
頃
は
雑

竹
内
　
弘
　
子

　
（
千
葉
県
船
橋
市
在
住

　
　
　
　
松
代
　
安
左
エ
門
出
身
）

木
林
の
中
に
建
っ
て
い
た
家
も
、
今

で
は
瞬
く
間
に
変
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
当
時
は
淋
し
い
思
い
も
し
た
よ

う
で
、
雪
さ
え
降
ら
な
け
れ
ば
松
代

み
た
い
な
よ
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
に
、

と
言
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
皆
、
近
く

に
家
を
持
ち
、
休
日
に
な
る
と
代
る

代
る
に
お
～
い
お
茶
の
み
に
こ
ね
か

い
、
と
言
っ
て
声
が
掛
り
ま
す
。
皆
、

勤
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ん
な
ひ

と
と
き
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

　
昨
年
と
今
年
の
正
月
は
、
昔
の
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ろ

ぜ
ん
一
族
が
八
名
と
も
揃
い
、
そ
の

他
数
十
名
と
、
猿
ヶ
京
～
苗
場
で
ス

キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
長
靴
で
し

か
滑
っ
た
こ
と
の
な
い
私
は
、
今
流

行
の
靴
で
滑
れ
る
だ
ろ
う
か
と
、
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
昔
と
っ
た
き
ね
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ

か
、
三
十
余
年
ぶ
り
に
懐
か
し
い
雪

の
上
で
、
童
心
に
返
っ
て
楽
し
ん
で

来
ま
し
た
。
夜
は
皆
ん
な
役
者
ぞ
ろ

い
で
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
芸
あ

り
で
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
過
ご
し
た

こ
と
は
人
生
始
ま
っ
て
以
来
で
し
た
。

ち
ょ
っ
　
と

一
寸
大
げ
さ
か
な
…
…
…
…
。

東
京
松
代
会
故
郷
訪
問
企
画
3
月
1
3
日
出
～
1
4
日
日

故
郷
の
雪
ま
つ
り

冬
の
陣
に
結
集
し
よ
う
”

〈
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

　　　　3月

凋鱒13日㈱414日
J
R
信
濃
町
駅
前

千
日
谷
会
堂

朝
8
時
出
発

三
芳
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

赤
城
高
原

石
打

松
代
町
総
合
体
育
館

ま
つ
だ
い
冬
の
陣
会
場

到
着
　
祀
時
3
0
分

”
喰
い
倒
れ
横
町
”
で
食
事

開
会
式
　
午
後
2
時

雪
の
芸
術
展
そ
の
他

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

松
の
山
温
泉
　
午
後
4
時

凌
雲
閣
泊
り

入
浴
、
懇
親
会

カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
賞
品
多
数
）

凌
雲
閣
出
発
　
朝
9
時

願
9

へ　
ぞ灘

働
驚　

含
　
琳鞭墳

“
の
っ
と
れ
松
代
城
”
雪
中
鉄
人
レ
ー
ス
見
物

ほ
か
に
雪
上
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

喰
い
倒
れ
横
丁
、
み
な
こ
い
横
丁
（
特
産
品
売
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
♂
○

会
場
出
発
　
3
時
3
0
分
　
　
　
　
　
　
　
　
θ

rむ掴芙

峯鍛
薦嚢
　aぽ諺
d◎●θ

鷲
．

σ05
　　0

。

匂

東
京
到
着
　
7
時
2
0
分
の
予
定

o
．
階

詳しくは、各地区の副会長

にお尋ねください。

松
代
中
学
校

　
　
昭
和
2
6
年
卒
業
生
同
級
会
の
ご
案
内

　
　
◎
日
時
　
平
成
5
年
3
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
5
時
3
0
分
～
8
時

　
　
◎
会
場
　
居
酒
屋
　
呑
奇
宝
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暦
0
3
（
3
8
3
2
）
0
2
1
1
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が
　
の

気
　
翅
鍵
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
欝
’

　
　
　
　
を
　
．
㎜
■

短
　
歌

　
　
　
　
　
み
　
　
　
と

　
　
母
看
取
る

　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

痛
み
止
め
効
か
ぬ
辛
さ
に
泣
く
母
を

妻
と
看
取
り
ぬ
長
き
一
夜
を

足
の
痛
み
食
え
ば
治
る
か
と
病
む
母

の
言
え
ば
一
切
れ
の
芋
を
握
ら
す

「
か
さ
こ
じ
ぞ
う
」
語
り
く
れ
た
る

母
な
り
き
遠
き
日
思
う
雪
し
ま
く
夜

子
の
送
り
く
れ
し
新
巻
鮭
な
り
き
包

の
ま
ま
を
病
む
母
に
握
ら
す

し
ぶ
み
句
会

穏
や
か
な
年
ね
が
い
つ
つ
三
ヶ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

　
　
　
　
か
が
り
ぴ

鈴
の
緒
の
篶
火
に
揺
れ
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

年
用
意
ご
み
を
燃
す
の
は
母
の
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

教
え
子
の
笑
顔
が
浮
か
ぶ
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

枡
の
香
と
共
に
い
た
だ
く
年
始
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　
　
　
　
　
　
ぬ
く

直
筆
の
俳
句
の
温
し
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

一
ま
わ
り
小
さ
き
車
庫
の
〆
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
ね

村
百
戸
川
ニ
タ
流
れ
初
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

会
心
の
出
来
に
あ
ら
ね
ど
〆
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

受
け
つ
ぎ
し
歳
徳
神
の
お
燈
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

蒲
生
句
会

雪
浅
く
飾
る
若
木
を
迎
え
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

雪
晴
や
一
山
越
え
し
兎
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

三
代
が
打
ち
揃
い
け
り
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

泣
く
頬
に
小
さ
な
え
く
ぼ
初
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

鳥
が
翔
び
小
雪
が
舞
っ
て
初
御
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

パ
チ
ン
コ
で
大
儲
け
せ
し
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
り

年
玉
を
両
手
に
か
ざ
す
孫
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ

正
座
し
て
犬
も
初
日
を
享
け
て
お
り

後
ろ
か
ら
肩
叩
か
れ
て
交
す
賀
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
け
　
は

雪
化
粧
う
初
茜
と
は
な
り
に
け
り

こ
れ
や
こ
の
く
っ
つ
き
餅
を
如
何
に

せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

う　　り

鐸鱒D舞．華

　　　　　妻鷹轟

　　　　　　へう　　　、
づr＼　　　　　　　　 そ

　　　　）、

萄，⑳
、”ノー一芝一、

　
　
、7

吹
、

　
ハ
葦
．

琳
屡

に
で
モ

も
な
り
た
ら

チ
に
い
へ
ん

．
た
恥

　
　
　
、
一
’

　
　
　
〃

∵
、

潔
’
◆
“

ノ
．
ク
、
一

　
》
　
、

　
　
　
　
　
ゆ
　
ロ
ド

　
　
ベ

　
　
繋

み

奏⊆攣ミ，号

　
九
州
や
中
国
地
方
な
ど
、
西
日
本

に
多
く
野
生
す
る
が
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
、
葉
の
周
辺
が
白
変
し
美
し

い
の
で
、
全
国
各
地
に
栽
培
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
葉
の
縁
が
白
く
く
ま
取

り
さ
れ
る
の
で
、
ク
マ
ザ

サ
の
名
が
あ
る
。

　
ほ
か
に
チ
マ
キ
ザ
サ
は

各
地
に
大
群
落
を
つ
く
っ

て
繁
殖
す
る
が
、
葉
が
大

き
い
の
で
、
笹
だ
ん
ご
、

笹
あ
め
、
チ
マ
キ
な
ど
食

べ
物
を
包
む
の
に
利
用
さ

れ
て
き
た
。
笹
の
葉
に
包

む
と
食
べ
物
が
長
持
ち
す

る
と
い
う
こ
と
を
、
昔
の

人
は
、
先
祖
代
々
伝
え
ら

れ
て
知
っ
て
い
た
。

　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

黒
先
生
き
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
切
り
で
は
ダ
メ
、
広
げ

る
工
夫
を
。

3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

者
。

　　　　　　　　　　　　　o冬…浮
：ト、儲婁ユ6、4ム（09醤ア1：1購縫（∂ラ

’z日’甥圭きσギ辛（oI蓄〈鵠ヨ＝葺報〉

乙

ウ
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相続登記無料相談

NHK学園コミュニティ・ス
クール「社会福祉コース」は、

これからの地域社会で活躍が期

待されているコミュニティ・ボ

ランティアの育成を目的として、

社会福祉科目および教養科目を

学習します。

■4月期生募集期間

　2月1日～4月5日まで
■入学資格

高等学校卒業以上

■修了年限は2年

　2年（半年を1期として4期
まであります）。

■お問い合わせ、入学案内書（付

願書、無料）の請求は下記、

もしくはお近くのNHKまで。

T186－01

東京都国立市富士見台2－36

　N　H　K学園高等学校専攻科

　TELO425（72）3151

新潟県司法書士会では、今年

度も2月の1ヵ月間を「相続登

記はお済みですか月間」として

無料相談を実施しております。

親がなくなり、土地や家屋な

どを相続しても登記はつい忘れ

がちです。相続登記はいつまで

にしなければならないとの定め

はありませんが、しかし時間が

経過しますと、相続人が続けて

死亡したりして相続関係者が増

えたり、又書類の取り揃えやそ

の他で複雑になりがちです。

面倒だ、縁起でもない、費用

がかかると放置しないで、トラ

ブルを起こさないためにも、相

続登記は早目にすることをお勧

めします。

　2月1日から2月28日までの
1ヵ月間、相続に関しての無料

相談を行なっております。最寄

りの司法書士事務所へ是非お気

軽にご相談下さい。

又、毎週水曜日の午後1時30

分から4時まで、新潟県司法書

士会館（新潟市古町通十三番町）

でもご相談に応じております。

詳しくは、新潟県司法書士会

電話　025（228）1589へ。

ひ

～

　　ω．　ん
山本睦美駄

　5歳　后
犬伏さえん

　　　　　　δ

（

見

　　＿て石田道春くん

　5歳　わ
苧島　ふるやしき

池田めぐみ賊

　5歳田野倉　むらかみ

つ

，
●

’
●

所属する無線局種
利用料額（年）

・陸上移動局
・簡易無線局　・パーソナル局
・船舶局　　　・航空機局
・無線航行移動局　　　　　　等

600

・海岸局　　　・航空局
・基地局　　　・携帯基地局
・陸上移動中継局
・無線ロ乎枯局　　　　　　　　等

12，100

・人工衛星局
・放送衛星局　　　　　　　　　等

29，600

・地球局

・海岸地球局
・航空地球局　　　　　　　　　等

30，000

・般舶地球局

・航空機地球局　　　　　　　等
3，600

・（地上の）放送局

（中波放送、超短波放送、テレ
ビジョン放送等）

29，700

・（地上の〉多重放送局

（音声多重、文字多重）
900

・実験局　　　・アマチュア局 500

・固定局　　　・航空固定局
・無続標識局

・無線標定陸上局　　　　　等
20，200

　
高
度
情
報
社
会
の
進
展
に
伴
い
電

波
利
用
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
び
、

無
線
局
数
も
急
速
に
増
大
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
後
の
円
滑
な
電
波
利
用

を
確
保
す
る
上
で
、
早
急
か
つ
的
確

な
対
処
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
電
波
行
政
事
務
に
必
要

な
行
政
経
費
に
つ
い
て
、
費
用
負
担

の
公
平
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
そ
の

受
益
者
で
あ
る
無
線
局
の
免
許
人
の

皆
さ
ん
に
対
し
一
定
の
負
担
を
お
願

い
す
る
、
電
波
利
用
料
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
徴
収
対
象

　
無
線
局
の
免
許
を
受
け
た
者

○
利
用
料
の
額

　
利
用
形
態
に
よ
り
別
表
の
と
お
り

　　○　　　　　　　　　　 ○　　 ○　　　　　　　　　○

智信問す局れつあ現そ平施りらか以免納
O越い。にまいつ在の成行納送ら降許付
　　　　つすてて使他5期付付30はの方合

わ
せ

電
気
通
信
監
理
局
・
企
画
室

2
6
2
（
3
4
）
9
9
8
1

用
し
て
い
な
い
無
線
局
で

も
、
免
許
が
あ
る
も
の
に

は
納
入
告
知
書
が
送
付
さ

。
使
用
し
て
い
な
い
無
線

い
て
は
廃
止
届
が
必
要
で

日
年
4
月
－
日
か
ら

法日
か
ら
3
0
日
以
内
（
翌
年

免
許
の
日
に
応
当
す
る
日

日
以
内
）
に
、
郵
政
省
か

さ
れ
る
納
入
告
知
書
に
よ

電
波
利
用
制
度
の
お
知
ら
せ
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護灘

・
…
奮
凝
．
一
響
一
㍑

難欝麟、，鱗i議i鍵

　　　　　　　　　　　　墾

縫i難謹≧纏拶
灘盤懸羅纏灘繍鰹、妻…

農業委員会
　標準小作料は、法律に基づい

て3年ごとに改定されます。平

成5年は丁度改訂の年に当りま

すので、昨年11月9日に協議会

が開かれて次のように決まりま

した。

一級地

二級地

三級地

四級地

五級地

23，000円

19，000円

16，000円

14，000円

10，000円

　以上の小作料はいずれも10ア

ール当りですが、平成5年から

三年間に水田の賃貸借契約をさ

れた人に適用されます。

　なお、この金額は標準として

定めたものでありますから参考

にして下さい。

町内囲碁大会
と　き　2月21日（日）

　　　午前9時から
ところ　松代町総合センター

参加料　500円（昼食・賞品代含

　　　む）当日徴収
参加資格　町内在住、又は勤務

　　　先を有する者

申込先　町公民館智7－2301
　　　18日（木）までに

15

　糖尿病、高血圧、高脂血症、

肥満などで悩んでいらっしゃる

方、病気について少しでも知り

たいと思っていらっしゃる方、

ご家族の方など、どなたでもご

参加ください。

　専門家からのワンポイント指

導を行います。

◎日時・テーマ

　2月25日　午後1時～5時

　「糖尿病について」

　3月4日　午後1時～5時
　「高血圧、高脂症について」

◎場　所

　県立松代病院　3階会議室

◎指導内容

　①病気について

　②食事について

　③生活、運動療法について

　④薬について

◎申し込み先

　松代病院　内科外来まで

　智02559（7）2100

◎その他

料金無料。受け付けは12：30～。

昼食は済ませておいてくださ

）、o

“1当

　県では、県民参加型の県政を

実現するため、県民の皆さんか

ら寄せられる生の声を大切にし、

これらを施策に反映させたいと、

『県政ポスト』の利用をお願い

しています。

　『県政ポスト』は役場2階入

口の庁舎案内板下に、県知事あ

てのハガキを入れて設置してあ

りますので、県政についての意

見・要望などがありましたら、

どうぞご利用ください。

磯鑛騒嫌議懇雛離一繕癖

　　　上越保健所

　上越保健所では病気の予防や、

健康づくり対策のために、テレ

フォンサービスを実施していま

す。2～3月の内容は下記のと

おりですので、どうぞご利用く

ださい。

内　　　　　容

月 赤ちゃんからの虫歯予防

火
「カキ」を安全に

　　　　食べるために

水 大腸がんを防ごう

木 元気に年をとるには

金
土・日

8020運動を御存知で
すか？一歯のおはなしです

電話番号　0255（23）1315

時間　平日PM5：00～翌日AM8：30

　　　土・日・祝日は終日

○上記以外の時間帯は、直接職

　員が健康相談に応じます。

国の教育ローンのご案内

○お使いみち

　入学時の費用、在学中の費用

　（授業料、下宿代、通学費など）

○ご利用いただける方

　大学、短大、高校、高専、専

　修学校、各種学校、予備校な

　どに入学・在学される方の保

　護者

○ご融資額

　学生・生徒お一人につき

　150万円以内

○利率年5．7％
　　　（3月1日からは5．2％）

○ご返済期間

　大学、高専など……6年以内

　高校、短大、専修学校など

　　　　　　　……5年以内
　（据置は在学期間内。ただし

　　最長4年以内）

☆くわしくは

　〒943上越市大町3－24
　　　　　　（大町小学校前）

　　　国民金融公庫高田支店

　　　盈0255（24）2340
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隣
り
の
川
西
町
か
ら
松
代
町
へ
嫁

い
で
す
ぐ
、
主
人
の
仕
事
の
都
合
で

二
年
間
、
川
崎
で
生
活
を
送
り
ま
し

た
。
向
う
で
の
生
活
は
交
通
の
便
も

良
く
、
物
が
多
く
情
報
も
溜
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
時
間
に
追
わ
れ
、
人
が

多
い
環
境
で
す
が
、
隣
り
の
人
と
の

付
き
合
い
も
な
く
、
淋
し
い
一
面
も

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
二
年
の
間
に
、
国
道
二
五
三

号
線
の
太
平
か
ら
松
代
病
院
前
迄
の

区
間
が
整
備
さ
れ
、
夜
な
ど
は
特
に

交
通
量
が
多
く
な
り
驚
い
た
も
の
で

し
た
。
主
人
と
初
め
て
松
代
町
に
来

た
時
は
、
名
ヶ
山
ト
ン
ネ
ル
も
開
通

し
て
い
な
く
、
曲
り
く
ね
つ
た
道
に

車
酔
い
を
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
U
タ
ー
ン
し
て
、
鉄
道
建

設
公
団
に
臨
時
職
員
と
し
て
勤
め
て

早
三
年
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
男

性
ば
か
り
の
職
場
で
気
を
遣
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
良
く
し
て

下
さ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

限
り
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
三
年
十
一
月
七
日

に
男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
前

を
、
貴
也
（
た
か
や
）
と
言
い
ま
す
。

彼
が
小
学
校
へ
入
学
す
る
こ
ろ
に
は
、

松
代
町
は
ど
ん
な
風
に
変
わ
っ
て
い

る
で
し
よ
う
か
？

　
今
ま
で
以
上
に
、
交
通
の
便
も
生

活
環
境
も
良
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
反
面
、
情
報
過
多
に
な
り
、
何

が
必
要
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、

自
然
と
向
き
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
私
達
大
人

が
、
松
代
の
空
の
青
さ
、
緑
の
美
し

さ
、
四
季
の
す
ば
ら
し
さ
を
子
供
達

に
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
の
皆
様
に
は
、
い
ろ

い
ろ
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　男　2，499人　　（一4人）

　女2，559人（一1人）
　計5，058人（一5人）
世帯教1，517世帯（＋3世帯）
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　

　出生1人　　死亡7人

　転入9人　　転出8人
　　　（5年1月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
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▼
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
か
と
、
お

と
　
そ

屠
蘇
の
抜
け
な
い
頭
で
考
え
て
い
る
う

ち
に
、
国
内
で
は
皇
太
子
妃
の
決
定
に

続
き
、
初
の
外
人
横
綱
と
最
年
少
大
関

の
誕
生
な
ど
が
茶
の
間
の
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
海
外
か
ら
は
米
国
の
ク
リ
ン

ト
ン
政
権
の
誕
生
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

か
ら
、
数
々
の
名
作
に
出
演
し
、
妖
精

の
よ
う
な
魅
力
で
世
界
の
映
画
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
た
女
優
の
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ

プ
バ
ー
ン
さ
ん
の
死
去
の
悲
報
も
入
っ

て
き
ま
し
た
。
▼
当
町
に
お
い
て
も
今

年
は
、
高
齢
者
福
祉
の
目
玉
「
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
、
観
光
の
目
玉
「
芝

峠
温
泉
の
宿
泊
施
設
」
も
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
ま
た
、
活
性
化
の
切
り
札
と
し

て
期
待
さ
れ
る
北
越
北
線
の
、
駅
前
整

備
「
ふ
る
さ
と
会
館
（
仮
称
）
の
建
設
」

も
始
ま
り
ま
す
。
▼
町
の
内
外
を
問
わ

ず
、
今
年
も
何
か
激
動
の
一
年
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。
ま
さ
に
羽
を
休
め
て
い

る
暇
も
な
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
？
　
身
体
に
気
を
付
け
て
、
今
年

一
年
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
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　　　　　　　　　　　回　　　　　　　　翻　　　　　　勘　　　翻圃
（12月26日～1月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

若井孝広・布施直美さん

　　　　　（松代・下町住宅）

　げんきな良い子に（出生）

　　たく　お
菅井卓穂ちやん太一・はるみさん

　　　（2男・名平・かみや）
　　さ　や　　か
柳　沙綾果ちやん雅彦・裕美さん

　　　　（2女・犬伏・政吉）

　ご冥福を祈ります（死亡）

若月爲雄さん　　　　88歳

　　　　　　　（孟地・本所）

関谷豊八郎さん　　　79歳

　　　　（松代・宮沢入住宅）

佐藤悦子さん　　　　66歳

　　　　　　（室野・やまさ）

小林市松さん　　　　84歳

　　　　　　（蒲生・市兵工）

室岡久太郎さん　　　80歳

　　　　　（松代・しんたく）

柳　才次郎さん　　　84歳

　　　　　　　（犬伏・お前）

小堺喜一郎さん　　　92歳

　　　　　　　（儀明・丹七）

若井ウメさん　　　　71歳

　　　　　　（蓬平・松角屋）

※この欄に記載を希望されない方は、届

　出の際に戸籍係にお申し出ください。

　　　　　訂　　正
　　　　　　　　　ようへい先月号の出生中、畔上洋裕ちゃんは
ようすけ

洋裕ちゃんの誤りですので、訂正い

たします。
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